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  研究所の概要 

 

本研究所は、産業デザイン、インダストリアルデザインに関す

る調査活動と実践的研究を行い、技術と産業の架橋となり、文化

の発展に資するデザインを探求するものです。 

「デザイン」の語で表される概念は拡張を続け、また「プロダ

クト」の語も tangibleな製品に限らず、ソフトウェアにおいても

一般的に使われるようになっています。とはいえ、人間の身体性

が全て情報化されるのはまだ先のことであり、現実空間での生活

は地球上の物理法則の支配下にあります。ここでは「デザイン」

の中でも機能や情報を人間とのインターフェースとして具体化

し製品化する行為を「産業デザイン（industrial design）」として

定義します。 

 

  令和５年度の実施項目  

 

⚫ 研究体制の拡充 

⚫ 研究成果の出版 

⚫ 東京都関係者や海外（主に東アフリカを予定）関係者との協議 

 

 

令和４年度の研究活動内容及び成果 

 

⚫ 研究所を設置し、webサイト（https://rcfi.design）を開設した。 

⚫ また研究所員との定例会議を３回実施した。 

⚫ 研究成果として本学紀要に論文１編を報告した。 
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